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議案番号 案　　　　　　　　　　件 議決結果 所管の
委員会

議案第81号 権利の放棄について 原案可決
損害賠償請
求権等放棄
審 査 特 別

議案第82号 市長の給料の特例に関する条例の制定について 原案可決 総務文教

●議案第81号　権利の放棄について

権利の放棄の対象となる住民訴訟２件については、いずれも、離職する臨時従事員に支給する
離職せん別金に充てるため、鳴門市モーターボート競走事業会計から、鳴門競艇従事員共済会
に交付していた補助金について、鳴門市の住民らが違法な財務会計上の行為であるとして、支
出当時に鳴門市長の職にあった個人、ボートレース事業の管理者である企業局長の職にあった
個人、関係職員に対する損害賠償請求および鳴門競艇従事員共済会に対する不当利得返還請求
をすることを求めたもの。
　
この議案は、２つの訴訟判決により確定した鳴門競艇従事員共済会に対して有する不当利得返
還請求および支出当時に企業局長の職にあった個人に対して有する損害賠償請求に関するすべ
ての権利を放棄するもの。
　

●議案第82号　市長の給料の特例に関する条例の制定について

モーターボート競走事業において、長年、支出していた鳴門競艇従事員共済会に対する離職せ
ん別金補助金の支出が、司法の判断により違法とされたことを重く受け止め、組織の責任とし
て、令和元年12月から令和２年５月までの６ヵ月間について、市長の給料月額の減額率を10％
上乗せし、合計20％の減額とする条例を制定するもの。

議案番号 案　　　　　　　　　　件 議決結果 所管の
委員会

議案第68号 平成30年度鳴門市一般会計歳入歳出決算の認定について

認　　定

予算決算

議案第69号 平成30年度鳴門市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第70号 平成30年度鳴門市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第71号 平成30年度鳴門市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第72号 平成30年度鳴門市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第73号
平成30年度鳴門市公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算の認定につい
て

議案第74号
平成30年度鳴門市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

議案第75号 平成30年度鳴門市光熱水費等支出特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第76号 平成30年度鳴門市給与費等管理特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第77号 平成30年度鳴門市公債費管理特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第78号 平成30年度鳴門市水道事業会計決算の認定について

議案第79号 平成30年度鳴門市モーターボート競走事業会計決算の認定について

議案第80号
平成30年度鳴門市モーターボート競走事業会計未処分利益剰余金の処分につ
いて

原案可決

《 令和元年 第１回臨時会の提出議案と議決結果 》

《 令和元年 第４回定例会の提出議案と議決結果（決算）》



《 令和元年 第４回定例会の提出議案と議決結果 》

議案番号 案　　　　　　　　　　件 議決結果 所管の
委員会

議案第83号 令和元年度鳴門市一般会計補正予算（第３号）
原案可決 予算決算

議案第84号 令和元年度鳴門市モーターボート競走事業会計補正予算（第２号）

議案第85号 鳴門市職員諸給与条例の一部改正について

原案可決 総務文教

議案第86号
鳴門市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正につい
て

議案第87号
鳴門市議会の職員その他非常勤の職員の公務災害補償等条例の一部改正につ
いて

議案第88号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について

議案第89号 鳴門市火災予防条例の一部改正について

議案第92号 鳴門市婦人会館に係る指定管理者の指定について

議案第93号
鳴門市青少年会館及び鳴門市市場・川崎児童館に係る指定管理者の指定につ
いて

議案第94号 鳴門市体操場に係る指定管理者の指定について

原案可決 生活福祉議案第95号 鳴門市ドイツ館及び鳴門市賀川豊彦記念館に係る指定管理者の指定について

議案第96号 鳴門市文化会館に係る指定管理者の指定について

議案第90号 鳴門市下水道事業の設置等に関する条例の制定について

原案可決 産業建設議案第91号 鳴門市特別会計設置条例の一部改正について

議案第97号 鳴門市観光情報センターに係る指定管理者の指定について

報告第13号 専決処分について（損害賠償の額の決定）
報　　告 産業建設

報告第14号 専決処分について（訴えの提起について）

決議第１号 故 谷﨑 徹議員哀悼決議 原案可決

意　第２号 「マクロ経済スライド」を廃止し、最低保障年金制度の創設を求める意見書
否　　決

意　第３号 国民健康保険料を協会けんぽ並みに引き下げる改善を求める意見書

同意第３号 教育委員会委員の任命について 同　　意

同意第４号 監査委員の選任について 同　　意

許可第１号 鳴門市議会議長の辞職許可について 許　　可

選　第１号 鳴門市議会議長の選挙について 選　　挙

許可第２号 鳴門市議会副議長の辞職許可について 許　　可

選　第２号 鳴門市議会副議長の選挙について 選　　挙

許可第３号 議長の常任委員会委員の辞任について 許　　可

同意第５号 監査委員の選任について 同　　意



委 員 会 審 査

請願番号 案　　　　　　　　　　件 審議結果 所管の
委員会

請願第５号
「マクロ経済スライド」を廃止し、最低保障年金制度の創設を求める意見書の採
択に関する請願書

不 採 択 生活福祉

請願第６号 国民健康保険税を協会けんぽ並みに引き下げる改善を求める請願書

請願の処理

「同意第３号」

●教育委員会委員　川
かわ

上
かみ

　貴
たか

也
や

 氏（瀬戸町）

「同意第４号」

●監査委員　多
た

田
だ

　正
まさ

孝
たか

 氏（藍住町）

人 事 案 件

請願第７号　生活保護基準引き下げ中止を求める請願書については、委員会の審査において継続審査と
なりました。引き続き生活福祉委員会で審査を行う予定です。

故  谷﨑  徹 議員

平成 21 年初当選（当選３回）
監査委員、議会運営委員長、
総務文教委員長、産業建設委
員長などを歴任

令
和
元
年
10
月
３
日
、
谷
﨑 

徹

議
員
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
、
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

広報番組放送予定 議会だより発行予定

●令和２年５月１日～ 15日放送

●令和２年８月１日～ 15日放送

●令和２年12月１日～ 15日放送

●令和３年２月１日～ 15日放送

　〈放送時間〉

デジタル111ch (8:00 ～／13:00 ～／23:00 ～)

デジタル122ch (7:00 ～／12:00 ～／16:00 ～／

　　　　　　　18:00 ～／21:00 ～／22:00 ～)

〔生放送・特別番組により放送されない場合があります〕

●令和２年６月１日発行

　　主な内容……令和２年第１回定例会

●令和２年９月１日発行

　　主な内容……令和２年第２回定例会

●令和２年12月１日発行

　　主な内容……令和２年第３回定例会

●令和３年３月１日発行

　　主な内容……令和２年第４回定例会



災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
災
害
援
護
資
金
の
貸
付

け
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
本
市
に
お
い
て
災
害
弔
慰
金
、
災
害
障
害
見
舞
金
、
災
害
援
護
資
金
の
制

度
が
適
用
さ
れ
た
方
は
い
る
の
か
。

【
回
答
】
本
市
で
制
度
を
適
用
し
た
例
は
な
い
。

な
お
、
災
害
見
舞
金

や
県
が
実
施
し
て
い

る
住
宅
再
建
特
別
支

援
制
度
な
ど
に
つ
い

て
は
、
適
用
さ
れ
た

例
が
あ
る
。

【
質
疑
】
他
の
市
町
村
で
罹
災

さ
れ
た
方
が
、
鳴
門

市
へ
転
居
し
た
場

合
、
本
市
で
制
度
を

適
用
す
る
の
か
。

【
回
答
】
罹
災
時
に
居
住
し
て

い
た
自
治
体
が
制
度

を
適
用
す
る
こ
と
に

な
る
。

㈱
よ
し
も
と
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ツ
を
鳴
門
市
文
化
会
館
の
指
定
管
理
者
に
指

定
す
る
に
あ
た
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

【
質
疑
】
徳
島
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
の
閉
館
に
伴
い
、
鳴
門
市
文
化
会
館
の
利
用
者

数
は
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
こ
れ
ま
で
と
比
べ
、
令

和
２
年
度
の
指
定
管
理
料
が
増
額
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
回
答
】
年
間
の
利
用
料
収
入

の
約
16
％
が
翌
年
度

の
事
業
実
施
分
に
関

す
る
収
入
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
令

和
３
年
度
か
ら
施
設

の
耐
震
化
な
ど
に
よ

り
休
館
が
予
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、

通
常
で
あ
れ
ば
見
込

ま
れ
る
は
ず
の
翌
年

度
の
事
業
実
施
分
の

利
用
料
収
入
が
見
込

め
な
い
た
め
、
指
定

管
理
料
の
上
限
額
を

増
額
し
た
。

●
議
案
第
88
号

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
議
案
第
96
号

　

鳴
門
市
文
化
会
館
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

総
務
文
教
委
員
会

生
活
福
祉
委
員
会

委 員 会 審 査

鳴門市文化会館



鳴
門
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
㈱
を
鳴
門
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
に
指
定
す
る
に
あ
た
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

【
質
疑
】
指
定
管
理
候
補
者
選
定
委
員
会
の
委
員
構
成
は
。

【
回
答
】
委
員
は
、
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
関
連
す
る
有
識
者
や
財
務
状

況
が
健
全
で
あ
る
か

判
断
す
る
た
め
の
税

理
士
で
構
成
し
て
い

る
。

【
意
見
】
選
定
方
法
の
審
査
項

目
に
は
、
管
理
を
安

定
し
て
行
う
物
的
能

力
・
人
的
能
力
を
有

す
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
職
員
の
労
働
状

況
が
し
っ
か
り
保
た

れ
て
い
る
の
か
を
判

断
す
る
た
め
、
社
会

保
険
労
務
士
を
委
員

に
配
置
す
る
べ
き
で

あ
る
。

道
の
駅
な
る
と
（
仮
称
）
整
備
事
業
に
関
す
る
建
物
等
移
転
補
償
費
算
定
業
務

や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
民
共
和
国
ナ
ラ
ヤ
ン
ガ
ン
ジ
市
と
の
交
流
事
業
、
ア
イ

ノ
水
尾
川
護
岸
改
良
設
計
業
務
な
ど
の
た
め
、
所
要
の
補
正
を
行
う
も
の
。

【
質
疑
】
ア
イ
ノ
水
尾
川
護
岸
改
良
設
計
業
務
の
内
容
は
。

【
回
答
】
準
用
河
川
で
あ
る
ア
イ
ノ
水
尾
川
の
護
岸
に
経
年
劣
化
に
よ
る
損
傷
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
河
川
の
背
後
地
に
あ
る
家
屋
に
影
響
を
与
え

な
い
よ
う
、
早
急
な
対
応

が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、

設
計
業
務
に
必
要
な
費
用

を
今
回
の
補
正
予
算
で
計

上
す
る
も
の
。

【
質
疑
】
ア
イ
ノ
水
尾
川
の
護
岸
改

良
工
事
は
い
つ
ご
ろ
実
施

す
る
予
定
な
の
か
。

【
回
答
】
今
回
計
上
し
て
い
る
補
正

予
算
で
測
量
お
よ
び
設
計

を
行
う
た
め
、
工
事
に
つ

い
て
は
来
年
度
以
降
に
な

る
。

●
議
案
第
97
号

　

鳴
門
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

●
議
案
第
83
号

　

令
和
元
年
度
鳴
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

産
業
建
設
委
員
会

予
算
決
算
委
員
会

委 員 会 審 査

鳴門市観光情報センター

アイノ水尾川



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

問
政
府
が
「
日
本
再
興
戦
略
」
の
中
で

掲
げ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
産
業
を
我
が
国
の

基
幹
産
業
へ
成
長
さ
せ
る
」
と
い
う
の
は
、

今
の
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
の
状
況
か
ら
考
え

る
と
、
少
し
飛
躍
し
過
ぎ
の
よ
う
に
聞
こ

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
米
国
に

お
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
規
模
は
約

60
兆
円
と
言
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
て
の
基

幹
産
業
で
あ
っ
た
自
動
車
産
業
を
凌し
の

い
で

い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
日
本
の
ス

ポ
ー
ツ
産
業
も
こ
の
先
の
展
開
次
第
で
は
、

国
の
基
幹
産
業
に
な
れ
る
可
能
性
の
あ
る
、

と
て
も
夢
の
あ
る
産
業
で
あ
る
と
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

鳴
門
市
の
農
漁
業
の
総
生
産
が
約

60
億
円
、
建
設
業
が
約
１
０
０
億
円
な
の

で
、
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
の
試
合
が
仮
に

毎
週
あ
る
と
す
る
と
、
第
一
次
産
業
や
建

設
業
と
い
っ
た
主
要
産
業
並
み
の
経
済
効

果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
鳴
門
市

に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業
化
が
も

た
ら
す
経
済
効
果
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答
卓
球
の
Ｔ
リ
ー
グ
開
催
で
は
、
多
く
の

卓
球
フ
ァ
ン
が
本
市
を
訪
れ
た
だ
け
で
な

く
、
選
手
や
チ
ー
ム
関
係
者
、
会
場
運
営

ス
タ
ッフ
が
多
数
滞
在
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
定
の
経
済
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

ま
た
、「
な
る
と
島
田
島
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」

で
は
、
関
西
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
す
る
な

ど
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
誘
客
施
策
に
よ

り
、
宿
泊
を
伴
う
県
外
ラ
ン
ナ
ー
を
強
く

意
識
し
た
大
会
運
営
に
努
め
て
い
る
。
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ド
イ
ツ
代
表
の

本
市
で
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
に
お
い
て
も
選
手

団
と
の
交
流
だ
け
で
は
な
く
、
宿
泊
・
観

光
な
ど
経
済
効
果
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
は
従
来
の
教
育
・
健
康
づ
く
り
の

側
面
に
加
え
、
地
域
に
お
け
る
成
長
産
業

に
な
り
得
る
も
の
と
認
識
し
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
努
め
る
。

ス
ポ
ー
ツ
を

　
　
鳴
門
の
成
長
産
業
に

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

一　般　質　問
質 問表代

❶ 東谷　伸治（会派　潮）
１. 市長の政治姿勢について
　⑴ スポーツ行政について
　⑵ 文化行政について

❹ 松浦　富子（会派　公明党）
１. 市長の政治姿勢について
　⑴ 災害時の対応について
　⑵ 食品ロス削減への取り組みにつ

いて
　⑶ 福祉行政について

❷ 三津　良裕（会派　創心クラブ）
１. 市長の政治姿勢について
　⑴ 高齢者の交通手段の確保につい

て
　⑵ 交通安全に関する取り組みにつ

いて
　⑶ 児童虐待防止対策について
２. 教育行政について
　⑴ いじめ・不登校対策について
　⑵ スマートフォン等の利用に伴うト

ラブルの未然防止策について

❺ 宅川　靖次（会派　平成なると）
１. 防災行政について
　⑴ 豪雨災害における取り組みにつ

いて
２. 観光行政について
　⑴ 交流人口拡大への取り組みにつ

いて

❸ 高麗　裕之（会派　有志会）
１. 観光行政について
　⑴ サイクリングツーリズムについて
２. 環境行政について
　⑴ 飼い主のいない猫への対応につ

いて

一般質問とは……

市民の皆さんの生活に関わる大切

な内容について、市議会議員が市に対

して質問することです。

 
定例会毎に一般質問を行っています

ので、皆さんの生活に関わる質問を

チェックしてみましょう。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

会
派　

潮

東ひ
が
し
だ
に谷  

伸し
ん

治じ

代
表
質
問

スポーツを通じた地域・経済の活性化
NARUTOスポーツパス

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

問
飼
い
主
の
い
な
い
猫
は
、
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
る
。
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
飼
い
主
の
い
な
い

猫
の
対
策
を
考
え
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
す
る
の
か
。

答
新
年
度
か
ら
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
も
不
妊
・

去
勢
手
術
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
人
と
動
物
、
猫
と
の
調
和

の
と
れ
た
共
生
社
会
の
実
現
と
市
民
の

快
適
な
生

活
環
境
を

保
持
す
る

こ
と
を
目

的
と
し
、

徳
島
県
お

よ
び
各
動

物
病
院
の

協
力
の
も

と
、
手
術

費
の
一
部

を
補
助
す
る
も
の
。
地
域
に
お
け
る
公

衆
衛
生
の
向
上
や
社
会
生
活
の
安
全
に

努
め
て
い
き
た
い
。

要
望
人
と
猫
が
共
生
で
き
る
温
か
い
地

域
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

問
徳
島
県
と
兵
庫
県
が
協
力
し
、
大
鳴

門
橋
の
下
部
空
間
を
活
か
し
た
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
鳴
門
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
や
大
毛
付
近
、
ウ
チ
ノ
海

総
合
公
園
、
小
鳴
門
大
橋
な
ど
を
含
め
、

自
転
車
道
な
ど
の
整
備
計
画
は
あ
る
の

か
。

答
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園
、
小
鳴
門
大
橋

周
辺
は
、
現
在
は
快
適
な
サ
イ
ク
リ
ン

グ
が
楽
し
め
る
エ
リ
ア
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
鳴
門
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
や
海

沿
い
の
県
道
11
号
鳴
門
公
園
線
は
、
路

面
の
経
年
劣
化
な
ど
に
よ
り
改
善
を
要

す
る
箇
所
が
存
在
す
る
。
県
道
に
指
定

さ
れ
て
い
る
路
線
も
多
い
こ
と
か
ら
、

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
環
境
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
。

要
望
自
転
車
で
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

に
変
え
、
質
の
高
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ
環

境
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

人
と
猫
と
の

　
　
共
生
社
会
の
実
現
を

質
の
高
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

ー
ド
の
実
現
を

代
表
質
問

問
平
成
30
年
に
全
国
で
運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
し
た
75
歳
以
上
の
高
齢
者
は

過
去
最
高
の
29
万
２
０
８
９
人
。
高
齢
者

が
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
を
決
断
で

き
る
よ
う
、
便
利
な
自
家
用
車
に
替
わ
る

地
域
交
通
体
系
を
整
え
る
考
え
は
。

答
新
た
な
交
通
体
系
の
導
入
を
検
討
し
、

安
定
的
か
つ
利
便
性
の
高
い
地
域
交
通
を

構
築
し
た
い
。

問
市
内
の
道
路
の
制
限
速
度
時
速
50
㎞
を

「
鳴
門
市
内
ゾ
ー
ン
40
」
と
命
名
し
、

時
速
40
㎞
に
す
る
こ
と
、
学
校
教
育
施
設

の
通
学
路
周
辺
は
す
べ
て
時
速
30
㎞
に
す

る
こ
と
、
保
育
所
な
ど
の
周
辺
は
「
キ
ッ

ズ
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
、
す
べ
て
時
速
30
㎞

よ
り
も
低
い
制
限
速
度
に
し
て
は
ど
う

か
。

答
道
路
の
規
制
速
度
の
設
定
は
都
道
府
県

公
安
委
員
会
の
所
管
で
あ
り
、
市
に
権
限

は
な
い
。
市
内
の
「
ゾ
ー
ン
30
」
の
設
定
に

つい
て
は
平
成
29
年
８
月
に
県
警
察
本
部
と

警
察
署
の
主
導
で
撫
養
小
学
校
・
黒
崎
小

学
校
周
辺
の
２
ヵ
所
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

完
了
し
て
い
る
。「
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
」
は
原
則

と
し
て
保
育
所

な
ど
の
周
囲
半

径
５
０
０ｍ
を
市

町
村
な
ど
が
設

定
で
き
る
の
で
関

係
機
関
と
協
議

し
て
区
域
設
定

を
検
討
す
る
。

問
児
童
虐
待
の
通
告
へ
の
対
応
は
。

　

児
童
虐
待
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
方

法
は
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
に
伴
う
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
ゲ
ー
ム
依
存
な
ど
に
起
因
し
た
ト
ラ

ブ
ル
へ
の
未
然
防
止
策
は
。

答
病
院
、児
童
福
祉
施
設
、学
校
、主
任
児

童
委
員
が
地
域
の
子
育
て
家
庭
を
見
守
っ

て
い
る
。「
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
」で
個
別
の
ケ
ー
ス
の
検
討
会
議
を
開
催

し
、支
援
体
制
を
整
え
て
い
る
。ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
使
用
は
、家
庭
内
に
お
い
て
、使
用

ル
ー
ル
を
決
め
、指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

区域（ゾーン）での
安全対策を

人と猫の共生を

会
派　

創
心
ク
ラ
ブ

三み

津つ  

良よ
し

裕ひ
ろ

子
ど
も
の
命
を
守
る
対
応

会
派　

有
志
会

高こ
う

麗ら
い  

裕ひ
ろ

之ゆ
き

高
齢
者
に
便
利
な

　
　
交
通
手
段
の
確
保
を

ゾ
ー
ン(

区
域)

で
の

　
　
　
交
通
安
全
対
策
を



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

代
表
質
問

問
土
砂
災
害
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

が
平
成
30
年
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る
知
識
を
浸
透

さ
せ
る
た
め
、
今
後
ど
う
取
り
組
む
の

か
。

答
新
池
川
の
氾
濫
に
伴
う
浸
水
想
定

区
域
図
が
見
直
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
概お
お
む

ね

１
０
０
年
に
一
度
と
さ
れ
る
大
雨
に
よ

る
洪
水
の
想
定
が
、
概お
お
む

ね
１
０
０
０
年

に
一
度
と
さ
れ
る
想
定
最
大
規
模
降
雨

に
よ
る
洪
水
の
想
定
に
変
わ
り
、
今
年

８
月
、
県
よ
り
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
こ

と
を
受
け
て
来
年
度
に
は
、
新
池
川
の

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
改
訂
す
る
予

定
と
し
て
い

る
。
今
後
も

引
き
続
き
、

記
載
内
容
や

活
用
方
法
に

つ
い
て
、
防

災
訓
練
、
出

前
講
座
、
ま

た
、
広
報
な

る
と
や
テ
レ
ビ
広
報
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
の
中
で
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

問
新
し
い
観
光
資
源
を
発
掘
す
る
た

め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
配
信
な
ど
の
新
し

い
情
報
発
信
手
段
を
活
用
し
、
今
後
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
の

か
。

答
近
年
、
旅
行
の
形
態
が
、
団
体
旅
行

か
ら
個
人
旅
行
へ
と
変
化
す
る
と
と
も

に
、
訪
日
外
国
人
も
増
加
し
て
お
り
、

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
な

ど
、
観
光
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
い
る
。

　

新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
は
、
３
年

連
続
で
ひ
な
の
巣
立
ち
が
確
認
さ
れ
、

レ
ン
コ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
昨
年
11
月

に
オ
ー
プ
ン
し
、
県
外
の
方
も
多
く
利

用
さ
れ
て
い
る
「
Ｕ
Ｚ
Ｕ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
」、

今
年
８
月
に
Ｊ
Ａ
大
津
松
茂
が
開
設
し

た
農
産
物
直
産
所
「
え
が
お
」、
さ
ら
に

令
和
３
年
度
末
の
開
駅
を
目
指
し
て
い

る
「（
仮
称
）
道
の
駅
な
る
と
」
と
い
っ

た
施
設
な
ど
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
積

極
的
に
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

土
砂
災
害
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
有
効
活
用
を

交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
た

情
報
発
信
の
強
化
を

問
非
正
規
職
員
が
急
増
し
、
非
正
規
職

員
の
災
害
時
の
役
割
が
重
要
に
な
る
が
、

職
員
の
配
置
数
、
災
害
対
応
活
動
中
の

事
故
対
応
の
現
状
は
。

答
令
和
元
年
11
月
末
の
正
規
職
員
は

５
７
４
人
、
再
任
用
職
員
は
22
人
、
非

正
規
職
員
は
３
５
７
人
の
構
成
と
な
って
い

る
。
業
務
命
令
に
お
け
る
活
動
中
の
事
故

に
つい
て
は
、
公
務
災
害
補
償
も
し
く
は
労

働
災
害
補
償
保
険
の
適
用
と
な
る
の
で
、

災
害
対
応
活
動
中
の
負
傷
な
ど
も
対
応
で

き
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
学
校
給
食
や
食
育
を
通
し
た
食
品
ロ

ス
削
減
の
取
り
組
み
と
、
本
市
の
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
。

答
給
食
だ
よ
り
10
月
号
に
、「
考
え
よ
う

食
品
ロ
ス
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
お
知
ら
せ
を

掲
載
し
、
学
校
と
家
庭
と
が
連
携
し
、
食

品
ロ
ス
削
減
に
取
り
組
む
よ
う
啓
発
を
行
っ

た
。
本
市
で
は
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
今
年

度
８
月
と
10
月
に
実
施
。
次
回
は
、
令
和

２
年
１
月
25
日
に
「
消
費
者
の
市
」
で
実

施
す
る
予
定
。
定
期
的
に
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

要
望
食
品
を
い
つ
で
も
受
け
取
れ
る
よ
う

に
フ
ー
ド
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

問
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
方

の
人
数
と
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
・
ヘ
ル
プ
マ
ー

ク
の
周
知
・
啓
発
の
現
状
と
今
後
は
。

答
平
成
28
年
６
月
か
ら
交
付
し
、
累
計
で

２
１
５
枚
の
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
交
付
し
て

い
る
。
本
庁
舎
１
階
に
ポ
ス
タ
ー
・
カ
ー

ド
を
掲
示

す
る
と
と

も
に
、
公

式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で

案
内
し
て

い
る
。
今

後
も
広
報

に
特
集
を

組
む
な
ど

広
く
周
知
し
て
い
き
た
い
。

要
望
医
療
機
関
・
商
店
な
ど
への
ポ
ス
タ
ー

掲
示
への
協
力
依
頼
を
要
望
す
る
。

ヘルプカード（左）
ヘルプマーク（右）

鳴門市土砂災害・洪水ハザードマップ
（平成30年３月作成）

会
派　

公
明
党

松ま
つ

浦う
ら  

富と
み

子こ

食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て

会
派　

平
成
な
る
と

宅た
く

川か
わ  

靖や
す

次じ

災
害
時
の

　
非
正
規
職
員
へ
の
対
応

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
・
ヘ
ル
プ
マ

ー
ク
の
周
知
・
啓
発
を



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

問
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
野
外
モ
ニ
タ
ー

に
異
常
値
が
出
た
場
合
、
操
作
画
面
の

定
常
運
転
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
に
よ
り
測
定
値
が
ゼ
ロ
表
示

に
な
る
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
市
民
に
対
し

て
異
常
値
を
知
ら
せ
な
い
不
正
操
作
に
あ

た
る
と
思
う
が
。

答
操
作
マニュア
ル
に
、
そ
の
よ
う
な
説
明
が

記
載
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
三
機

化
工
建
設
㈱
に
確
認
中
で
あ
る
が
、
実
際

に
は
機
器
の
故
障
や
清
掃
な
ど
で
焼
却
し

な
い
場
合
以
外
に
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
な
い
。

問
鳴
門
市
の
施
設
は
、
溶
融
炉
入
ロ
か
ら

２
次
燃
焼
室
出
口
ま
で
が
法
令
で
定
め
ら

れ
た
燃
焼
室
で
あ
り
、
発
生
し
た
可
燃
ガ

ス
を
燃
焼
で
き
る
設
備
で
あ
る
と
い
う
認

識
で
よ
い
か
。

答
本
市
の
施
設
は
溶
融
炉
入
口
か
ら
２
次

燃
焼
室
出
口
ま
で
が
法
令
で
定
め
ら
れ
た

燃
焼
室
で
あ
り
、
発
生
し
た
可
燃
性
ガ
ス

を
燃
焼
で
き
る
設
備
と
認
識
し
て
い
る
。

問
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公
文
書
を

管
理
す
る
た
め
に
あ
る
べ
き
は
ず
の
フ
ァ

イ
ル
基
準
表
が
な
い
年
度
が
複
数
年
あ
り
、

さ
ら
に
、
公
文
書
の一部
を
誤
っ
て
破
棄
し

た
可
能
性
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
が
、フ
ァ

イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
き
、
入
出
庫

な
ど
の
管
理
は
し
っ
か
り
行
っ
て
い
る
と

市
は
言
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
こ
う
い
っ

た
事
態
が
起
こ
り
、
誰
も
処
分
も
さ
れ
ず
、

未
だ
何
が
あ
り
何
が
な
い
の
か
も
分
か
ら

ず
放
置
し
て
い
る
の
か
。

答
公
文
書
は
、
フ
ァ
イ
ル
基
準
表
に
基
づ

き
執
務
室
内
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
な
ど
で
保
管

し
て
い
る
が
、
フ
ァ
イ
ル
基
準
表
が
一
部
作

成
で
き
て
い
な
い
た
め
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
保
管
し
て
い
る
す
べ
て
の
公
文
書
を
特
定

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
執
務
室
移

転
や
施
設
稼
働
後

の
繁
忙
が
続
い
た

た
め
、
文
書
の
整

理
が
で
き
ず
、
作

成
で
き
て
い
な
か
っ

た
こ
と
を
確
認
し

た
。

公文書管理の徹底を

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
不
正
操
作

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
燃
焼
室
の
機
能

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

　
ず
さ
ん
な
公
文
書
管
理

上う
え

田だ  

公こ
う

司じ

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

質 問人個
❶ 上田　公司
１. 環境行政について
　⑴ クリーンセンターについて
２. 行政文書について
　⑴ 公文書管理について
　⑵ 情報資産について

❹ 浜　　盛幸
１. 防災行政について
　⑴ 地区防災計画について
２. 公共工事について
　⑴ 公共工事の平準化について

❷ 潮崎　憲司
１. クリーンセンターについて
　⑴ 焼却施設の現状と

今後について

❺ 平塚　保二
１. 市営住宅について
　⑴ 市営住宅の現状と今後の在り方

について
２. 福祉行政について
　⑴ 生活保護について
３. 消費者行政について
　⑴ 消費者トラブル・詐欺について

❸ 長濱　賢一
１. 新庁舎建設事業について
　⑴ 新庁舎基本設計の経過等につい

て
　⑵ 業者アンケート・ヒアリング等

について
　⑶ 新庁舎建設工事に関するその他

の業務について
２. 鳴門市総合戦略について
　⑴ 現在の総合戦略の総括について
　⑵ 次期総合戦略について
３. 鳴門市のまちづくりについて
　⑴ 都市計画について
　⑵ まちづくりへの具体的取り組み

について

個
人
質
問

■会議録を見てみよう■
次の２つの方法で一般質問などの内容を詳しく確認することが
できます
【窓口で見る】
　　①市役所本庁舎３階の議会事務局までお越しください
　　②見たい会議録をお伝えください
【ウェブサイトから見る】
　　①「鳴門市議会」を検索
　　②鳴門市議会公式ウェブサイト内の「会議録検索システム」
　　　から見たい会議録を検索
URL：https://ssp.kaigiroku.net/tenant/naruto/pg/index.html

★過去の議会だよりが見たい！★
ご希望の方は……

　
過去の議会だよりは、市議会ウェブサイト

で見ることができます。

（62号(平成20年３月１日発行)以降）

また、音声でもお聴きいただけます。

（77号(平成23年12月１日発行)以降)

　
鳴門市議会ウェブサイト

https://www.city.naruto.tokushima.jp/gikai/

会議録
検索

システム



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

個
人
質
問

問
本
来
１
日
70
ト
ン
焼
却
可
能
な
炉
だ

が
、
現
在
の
焼
却
量
は
。

答
６
月
12
日
に
測
定
値
の
制
限
を
削
除
し

て
以
降
、
７
月
の
焼
却
量
の
１
日
平
均
が

約
41
ト
ン
で
あ
っ
た
た
め
、
８
月
と
９
月
に

各
炉
の
吸
じ
ん
装
置
に
工
夫
を
加
え
、
10

月
に
は
、
１
日
平
均
約
60
ト
ン
程
度
の
焼

却
が
行
え
る
ま
で
改
善
し
た
。
し
か
し
、

設
備
の
故
障
に
よ
り
想
定
し
て
い
た
焼
却

量
を
下
回
り
、
現
在
の
ご
み
の
貯
留
量
が

貯
留
容
量
の
９
割
程
度
と
な
っ
て
お
り
、

改
善
工
事
時
に
ご
み
ピ
ッ
ト
の
貯
留
容
量

を
超
え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
た
め
、
三

機
工
業
㈱
の
費
用
負
担
で
民
間
業
者
に
運

搬
処
理
を
委
託
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

る
。

問
今
後
の
改
善
工
事
の
実
施
内
容
と
環

境
保
全
協
定
書
の
締
結
は
。

答
改
善
工
事
の
実
施
内
容
に
つ
い
て

問
新
庁
舎
建
設
場
所
は
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
よ
る
と
水
害
・
津
波
・
液
状
化
な

ど
災
害
時
の
危
険
性
が
最
も
高
い
場
所

で
あ
る
。
東
日
本
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
台
風
19
～
21
号
の
状
況
を
考

慮
す
る
と
、
新
庁
舎
の
建
設
場
所
を
再

考
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
増

田
建
築
で
あ
る
現
庁
舎
・
市
民
会
館
の

有
効
利
用
は
考
え
な
い
の
か
。

答
建
設
場
所
は
、
新
庁
舎
建
設
基
本

計
画
時
の
検
討
結
果
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
判
断
し
た
。
災
害
時
の
機
能
継
続

は
、
ご
み

の
破
砕
を

１
回
か
ら

２
回
に
増

や
し
、
ま

た
、
ご
み

の
供
給
量

の
細
や
か

な
調
整
が

で
き
る
よ

う
、
吸
じ
ん
装
置
の
断
面
を
小
さ
く
し
、

速
度
を
速
く
す
る
。
ガ
ス
化
炉
砂
層
温

度
制
御
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
砂
層
温

度
の
上
下
変
動
を
抑
え
、
ガ
ス
温
度
を

安
定
さ
せ
る
よ
う
、
ガ
ス
化
炉
に
水
を

注
入
す
る
た
め
の
ノ
ズ
ル
を
新
設
し
、

ま
た
、
一
酸
化
炭
素
の
一
時
的
な
大
量

発
生
に
対
応
す
る
た
め
、
必
要
空
気
量

を
速
や
か
に
把
握
で
き
る
酸
素
濃
度
計

を
新
設
し
、
酸
素
の
不
足
時
に
適
切

な
空
気
を
送
り
込
め
る
箇
所
を
追
加
す

る
。
環
境
保
全
協
定
書
は
、
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
操
業
に
伴
う
住
民
の
生
活

環
境
の
保
全
お
よ
び
公
害
の
発
生
を
未

然
に
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

鳴
門
市
と
地
元
８
地
区
の
代
表
で
構
成

さ
れ
た
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
環
境
保
全

協
議
会
の
間
で
締
結
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
締
結
に
向
け
て

協
議
を
重
ね
た
い
と
考
え
て
い
る
。

に
つ
い
て
は
、
影
響
が
低
い
と
考
え
る
。

19
の
増
田
建
築
に
つ
い
て
は
、
保
存
・

顕
彰
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

問
鳴
門
市
総
合
戦
略
の
目
標
と
す
る
人

口
よ
り
、
す
で
に
５
０
０
人
も
少
な
い
。

効
果
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
学

識
経
験
者
や
市
民
を
含
む
第
三
者
機
関

で
総
括
し
、
次
期
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
次
期
総
合
戦

略
の
基
本
方
針
は
。

答
次
期
総
合
戦
略
は
、
①
「
若
い
世
代

の
定
住
促
進
」、②
「
鳴
門
市
の
特
性
（
良

い
と
こ
ろ
）
を
活
か
す
」、
③
「
未
来
の

鳴
門
市
を
担
う
人
材
育
成
」
を
基
本
方

針
と
す
る
。

要
望
第
六
次
鳴
門
市
総
合
計
画
・
総
合

戦
略
は
、
目
標
年
度
が
迫
り
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
見
直
し
の
時
期
が

来
て
い
る
。
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
は
、
す
で
に
目
標
年
度
を
過
ぎ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
る
市
民
・
市
民

団
体
と
共
に
、
そ
れ
ら
を
早
急
に
改
訂
・

推
進
し
て
い
く
こ
と
を
要
望
す
る
。

鳴門市クリーンセンター

新庁舎建設基本計画

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

　
　
稼
働
状
況
と
今
後
は

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　
　
　
機
能
改
善

新
庁
舎
建
設
場
所
の
再
考
と

現
庁
舎
の
有
効
利
用
を

反
省
を
活
か
し
た

　
次
期
総
合
戦
略
の
策
定
を

（
有
志
会
）

潮し
お

崎ざ
き  

憲け
ん

司じ

（
青
藍
）

長な
が

濱は
ま  

賢け
ん

一い
ち

市
民
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
を



＊一般質問に関する記事は、紙面の都合上、要約して掲載しています＊

問
従
来
か
ら
国
の
防
災
基
本
計
画
、
自

治
体
の
地
域
防
災
計
画
が
あ
り
、
そ
れ

に
加
え
自
治
会
な
ど
が
災
害
時
の
避
難

方
法
な
ど
を
自
ら
立
案
す
る
地
区
防
災

計
画
が
創
設
さ
れ
た
。
本
市
に
お
い
て

も
、
地
区
防
災
計
画
の
策
定
は
、
災
害

対
応
力
の
向
上
に
繋
が
る
と
考
え
る
が
、

こ
れ
に
関
す
る
認
識
と
周
知
に
つ
い
て

は
。

答
本
市
に
お
い
て
も
、
地
域
内
で
自
ら

防
災
を
考
え
る
こ
と
で
共
助
の
体
制
が

構
築
さ
れ
、
防
災
力
の
向
上
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
に
有
効
な
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
計
画
策

定
に
対
す
る
相
談
、
事
例
の
紹
介
な
ど

も
積
極
的
に
行
い
、
い
つ
も
の
活
動
が

災
害
時
に
も
活
か
さ
れ
る
フ
ェ
ー
ズ
フ

リ
ー
を
地
域
内
に
浸
透
さ
せ
る
よ
う
普

及
啓
発
に
取
り
組
む
。

問
㈱
大
塚
製
薬
工
場
で
は
、
平
成
24
年

に
避
難
住
民
の
受
け
入
れ
な
ど
を
定
め

た
協
定
を
本
市
と
締
結
し
、
平
成
27
年

に
は
住
民
主
導
で
災
害
時
の
対
応
を
考

え
る
地
区
防
災
計
画
が
国
の
モ
デ
ル
事

業
に
な
り
、
地
元
の
避
難
訓
練
を
受
け

入
れ
、
ま
た
、
第
二
中
学
校
の
生
徒
な

ど
を
交
え
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
っ
て

い
る
。
市
と
し
て
、
こ
れ
ら
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答
川
東
・
里
浦
地
区
で
は
先
駆
的
に

自
主
防
災
組
織
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、

平
成
28
年
に
は
仙
台
市
で
開
催
の
地
区

防
災
計
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
事
例
紹
介
を

行
っ
た
。
さ
ら
に
、
徳
島
大
学
の
協
力

の
も
と
定
期
的
に
住
民
参
加
型
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
お
り
、
地
区
内

の
現
状
や

課
題
な
ど

の
情
報
交

換
を
行
い
、

世
代
間
交

流
や
活
動

検
証
、
若

い
方
が
防

災
に
携
わ

る
き
っ
か

け
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

要
望
㈱
大
塚
製
薬
工
場
と
周
辺
地
区
の

防
災
活
動
を
広
く
紹
介
し
、
他
の
地
区

で
も
地
区
防
災
計
画
の
策
定
を
促
す
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

地域防災について考えるワークショップ
（令和元年12月９日）

地
域
の
自
主
的
な
防
災
活
動

地
区
防
災
計
画
の
推
進
を （

公
明
党
）

浜は
ま

　 

盛せ
い

幸こ
う

個
人
質
問

問
鳴
門
市
の
市
営
住
宅
の
実
情
は
。
ま

た
、
市
営
住
宅
の
課
題
や
問
題
点
は
。

答
市
営
住
宅
は
、
住
宅
に
困
窮
す
る
低

額
所
得
者
に
対
し
て
、
低
廉
な
家
賃
で

賃
貸
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
生
活
の

安
定
と
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
住
宅
。

　

管
理
戸
数
は
、
平
成
23
年
に
は

９
３
４
戸
で
あ
っ
た
が
、
人
口
減
少
社

会
の
進
展
に
伴
い
、
令
和
元
年
10
月
末

時
点
で
は
８
６
５
戸
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
の
市
営
住
宅
の
多
く
が
昭
和
40

年
代
ま
で
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
現
在

と
居
住
水
準
が
異
な
る
た
め
、
一
般
住

宅
と
の
住
環
境
の
格
差
や
施
設
の
老
朽

化
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

平
成
22
年
度
に
策
定
し
た
鳴
門
市
公

営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
矢

倉
団
地
、
桑
島
第
２
団
地
、
明
神
第
２

団
地
な
ど
の
今
後
も
管
理
し
て
い
く
維

持
管
理
住
宅
に
つ
い
て
、
計
画
的
に
屋

上
防
水
工
事
や
外
壁
改
修
工
事
を
行

い
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と

も
に
、
共
用
階
段
部
分
に
手
す
り
を
設

置
す
る
な
ど
、
入
居
者
の
高
齢
化
に
配

慮
し
た
改
修
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
耐
用
年
数
を
経
過
し
、
用
途

廃
止
を
予
定
し
て
い
る
住
宅
に
つ
い
て

は
、
入
居
者
の
募
集
を
停
止
し
、
現
在

お
住
ま
い
の
方
に
は
、
維
持
管
理
住
宅

へ
の
住
み
替
え
を
促
し
て
い
る
。

問
鳴
門
市
の
生
活
保
護
の
実
情
は
。

答
本
市
の
生
活
保
護
の
実
態
は
、
令
和

元
年
８
月
末
時
点
で
、
い
ず
れ
か
の
扶

助
を
受
給
し
て
い
る
世
帯
数
は
６
４
１

世
帯
で
、
人
数
は
８
０
０
名
と
な
っ
て

い
る
。
保
護
率
は
１
・
42
％
で
、
徳
島

県
の
保
護
率
１
・
78
％
よ
り
も
低
く
、

県
内
に
お
い
て
も
比
較
的
低
い
保
護
率

と
な
っ
て
い
る
。

平ひ
ら

塚つ
か 

保や
す

二じ

市
営
住
宅
の
実
情
と
課
題

生
活
保
護
の
実
情

高齢者にも配慮した住環境に



■ 新しい委員会構成 ■　

　委員会とは、議案などを専門的・能率的に審査するため、本会議の予備的審査機関として条例により設置されるもの

です。

　現在、鳴門市では４つの常任委員会を設置し、予算や条例の制定・改廃、住民などから提出された請願の審査、所管

分野の事務についての調査を行っています。

　また、議会の運営について協議する議会運営委員会、議会の広報について協議する議会広報委員会が設置されている

ほか、特に審査が必要とされる案件がある場合には、特別委員会が設置されます。

（Ｒ 2. 2. 29 現在 )

総務文教委員会

産業建設委員会

議会運営委員会

生活福祉委員会

予算決算委員会

議会広報委員会

人事や財政、市
税、情報化、総
合 計 画、 統 計、
公共交通、防災、
消防、学校教育、
社会教育などに
関する事項を担
当しています。

都市計画や市営
住宅、市道、下
水 道、 浄 化 槽、
雇用対策、企業
誘致、観光、農
林 水 産、 水 道、
ボートレースな
どに関する事項
を担当していま
す。

定例会・臨時会
の会期や日程、
質問者の順序の
調整など、議会
運営の全般につ
いて協議・意見
調整を図るため
の機関です。

戸 籍 や ス ポ ー
ツ、文化、環境、
国民健康保険、
保健、医療、介
護、人権、障が
い者福祉、子育
て支援などに関
する事項を担当
しています。

市の予算・決算
と監査委員が行
う検査の結果に
関することを担
当しています。

議会広報番組や
議 会 だ よ り な
ど、議会からの
情報発信に関す
る事項について
協議するための
機関です。

委 員 長  東谷　伸治
副委員長  上田　公司
委　　員  高麗　裕之
　　　　  林　　勝義
　　　　  野田　粋之
　　　　  松浦　富子

委 員 長  藤田　茂男
副委員長  潮崎　憲司
委　　員  東　　正昇
　　　　  平塚　保二
　　　　  三津　良裕
　　　　  宮崎　　明
　　　　  山根　　巌

委 員 長  野田　粋之
副委員長  長濱　賢一
委　　員  秋岡　芳郎
　　　　  浜　　盛幸
　　　　  佐藤　絹子
　　　　  橋本　国勝
　　　　  藤田　茂男
　　　　  東　　正昇

委 員 長  秋岡　芳郎
副委員長  浜　　盛幸
委　　員  大石美智子
　　　　  佐藤　絹子
　　　　  長濱　賢一
　　　　  橋本　国勝
　　　　  圃山　俊作

委 員 長  橋本　国勝
副委員長  宮崎　　明
委　　員  議長を除く
　　　　  全ての議員

委 員 長  佐藤　絹子
副委員長  高麗　裕之
委　　員  上田　公司
　　　　  秋岡　芳郎
　　　　  浜　　盛幸
　　　　  圃山　俊作
　　　　  藤田　茂男
　　　　  宮崎　　明
　　　　  山根　　巌

分担することで、より

詳細で専門的な調査・

審査ができるんだね。



■ 会 派 構 成  ■
市政に対して、同じ考えや意見を持っている議員の集まりを「会派」といいます。

【会派構成は変更する場合があります】

(Ｒ2. 2. 29現在)

潮（うずしお） 創心（そうしん）クラブ 平成なると

有志会（ゆうしかい） 公 明 党

無 所 属

青藍（せいらん）

会　長　　東　　正昇

幹事長　　東谷　伸治

会　計　　圃山　俊作

会　員　　林　　勝義

会　員　　藤田　茂男

会　長　　野田　粋之

幹事長　　三津　良裕

会　計　　秋岡　芳郎

会　員　　大石美智子

会　員　　山根　　巌

会　長　　橋本　国勝

幹事長　　潮崎　憲司

会　員　　高麗　裕之

会　長　　浜　　盛幸

幹事長　　松浦　富子

会　長　　佐藤　絹子

幹事長　　宅川　靖次

会　長　　長濱　賢一

幹事長　　宮崎　　明

　　　　　上田　公司

　　　　　平塚　保二

理事者席

事務局席 事務局長席 議長席
理事者席

1

16

17

13

20

12

21

11

22

109

2

15

18

3

14

19

45

8

6

7

東
谷
伸
治

三
津
良
裕

宮
崎

　明

潮
崎
憲
司

野
田
粋
之

藤
田
茂
男

松
浦
富
子

圃
山
俊
作

宅
川
靖
次

橋
本
国
勝

長
濱
賢
一

上
田
公
司

平
塚
保
二

山
根

　巌

高
麗
裕
之

東

　正
昇

林

　勝
義

秋
岡
芳
郎

佐
藤
絹
子

浜

　盛
幸

大
石
美
智
子

演台

（傍 聴 席）

本
市
で
は
慣
例
に
よ
り
、
議
長‥

22
番
、
副
議
長‥

21
番
、
議
会
運
営
委

員
長‥

20
番
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
議
員
に
つ
い
て
は
、
常
任
委
員
会
を
単
位
と
し
て
１
番
か
ら
、

総
務
文
教
委
員
会
、
生
活
福
祉
委
員
会
、
産
業
建
設
委
員
会
の
順
に
な
り

ま
す
。

■ 議 場 議 席 図 ■
議場の議席は、常任委員会の改選に伴い変更されます。



〒772－8501徳島県鳴門市撫養町南浜字東浜170番地
TEL（088）684－1234   FAX（088）684－0814
Ｅmail  gikai@city.naruto.i-tokushima.jp

　鳴門市議会では、市民の皆さんが議会をより身近に感じられ
るような議会だよりをめざして、日々取り組んでおります。
　本紙をお読みになり感じたことや疑問点などがありましたら、
議会事務局まで手紙・ファクス・Eメールなどでおよせください。
① 議会だより紙面について（感想、ご要望など）
② 議会のしくみや専門用語についての疑問など
※内容についてお問い合わせさせていただくことがありますの
　で、住所・氏名・年齢・性別・電話番号を明記してください。

… 市民の皆さんのご意見をお待ちしています …

　第１回定例会は次ページに記載の
日程で開催します。
　本会議、各常任委員会の傍聴に、
ぜひお越しください。

・本会議…議場
（受付：東側階段より３階議場入口）

・委員会…委員会室
（受付：中央階段またはエレベーター
で３階議会事務局）

　当日、受付にて氏名、住所、年齢
をご記入ください。傍聴券をお渡し
し、係員がご案内いたします。

《 傍聴にお越しください 》

　 宛 先 　  鳴門市議会事務局

議会基礎用語

議長・副議長 委員長・副委員長

定例会 臨時会

本会議 委員会

～議会でよく使われている用語を掲載しています～

　議長と副議長は議員の中から選挙で選ばれま

す。議長は、議会の代表として会議の運営や進行、

議会に関する事務処理を行うほか、各種会議に出

席したり、他の機関と協議をします。副議長は議

長が欠けたときや出張、病気などで休んだときに

議長の代わりを務めます。

　議会の常任委員会・議会運営委員会・特別委員

会の委員長・副委員長のことをいいます。委員長

は委員会を招集し、委員会の議事を整理し、秩序

を維持する権限をもちます。副委員長は委員長が

欠けたときや出張、病気などで休んだときに委員

長の代わりを務めます。委員長と副委員長は委員

の中から選挙で選ばれます。

　提出する議案の有無に関わらず、定期的に招集

される議会の会議のことです。定例会は条例で年

間４回招集されると定められています。

　臨時会は、定例会のほかに臨時の必要がある場

合に随時招集され、付議事件として告示したもの

に限って審議することができる会議のことです。

　議員全員が議場に集まって会議をすることを本

会議といいます。本会議の議事運営は議長が行い、

市の重要なことについて市の意思を決める大きな

役割を担っています。

　議案などを専門的・能率的に審査するため、本

会議の予備的審査機関として条例により設置され

ています。



■はケーブルテレビ中継とインターネット中継、■はインターネット中継を行います

令和２年第１回定例会の日程（２月19日～３月17日）
日

２月16日 17 18 19 20
開会／本会議
予算決算委員会
全員協議会

予算決算委員会生活福祉委員会産業建設委員会

一般質問
通告締切

予算決算委員会

一般質問(個人)一般質問(代表) 一般質問(個人)
予算決算委員会
全員協議会

総務文教委員会

予算決算委員会予算決算委員会

議会運営委員会
全員協議会
議会運営委員会

本会議／閉会

21 22

23 24 25 26 27 28 29

３月１日 ２ ３ ４ ５ 6 ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

月 火 水 木 金 土

※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮して作成しています。

《議会広報委員会》
委 員 長：佐藤　絹子
副委員長：高麗　裕之
委　　員：上田　公司・秋岡　芳郎・浜　　盛幸
　　　　　圃山　俊作・藤田　茂男・宮崎　　明
　　　　　山根　　巌

　本会議と委員会はインターネットによる生中継と録
画配信を行っています。また、本会議はテレビ鳴門で
も生放送に加え、録画放送を行っています。ぜひご覧
ください。

議会を動画で見てみよう！

　令和元年12月20日開催の第４回定例会本会議において、議長・副議長選挙

および議会選出監査委員の選任が行われ、下記の３名が選出されました。

　また、新しい議長のもと委員会構成が変更されました。（各委員会の構成は

13ページをご覧ください）

市民によりそい、市民目線で市民

と共に歩む議会を目指します

監査委員として事業内容や進

捗状況のチェックに努めます

声なき声、小さな声に耳を傾

け、全力を尽くしていきます

議　長 監査委員副議長

宅
たく

川
かわ

   靖
やす

次
じ

三
み

津
つ

   良
よし

裕
ひろ

松
まつ

浦
うら

   富
とみ

子
こ

令和２年 鳴門市議会新体制決まる !!


